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新しい年度がはじまりました



春
で
す
！

　

新
年
度
で
す
！

　
　

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
城
下
の
桜
も
満
開
に
な
る
こ
の

季
節
、
今
年
も
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
新
１
年
生
が
元
気
に
登
校
す

る
姿
が
町
中
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

日
出
町
内
の
小
学
校
新
１
年
生
は

２
８
９
人
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
、
新
生

活
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
小
学
生
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
か
ら
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社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す

人
、
定
年
を
迎
え
第
２
の
人
生
を
楽
し

む
こ
と
を
始
め
た
人
等
々
、
い
ろ
い
ろ

な
形
の
ス
タ
ー
ト
が
日
出
町
中
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
役
場
で
も
４
月
１
日
、
11
人

の
新
人
職
員
を
迎
え
、
年
度
始
め
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
が
「
日
出
町
も

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
人
口
３
万
人

を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
日
出
町
の
底
力
を
発
揮
し
て
、
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

　　

新
し
い
体
制
に
な
っ
て
も
、「
人
」

を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
は
か
わ
り

ま
せ
ん
。
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
人

と
自
然
が
調
和
し
た
ふ
れ
あ
い
と
活
力

あ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
新
し
い
事
業

が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
「
区
長
」
を
特

別
職
非
常
勤
職
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
町
行
政

と
の
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
と
も
に
協

力
し
て
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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初
々
し
い
笑
顔
の
友と
も
な
が永

優ゆ

か

こ

佳
子
さ

ん
。
４
月
１
日
よ
り
、
日
出
町
役
場
福

祉
対
策
課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

別
府
市
出
身
の
彼
女
は
今
春
、
高
校

を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
す
。

　
「
日
出
町
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

が
あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
親
し
ん

だ
町
で
す
。
漁
港
の
朝
市
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
ぶ
ど
う
や
梨
狩

り
に
行
っ
た
り
と
楽
し
い
思
い
出
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
友

永
さ
ん
。「
住
み
や
す
さ
と
、
観
光
の

豊
か
さ
」
が
、
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
町
の

魅
力
だ
そ
う
で
す
。

　

配
属
先
は
、
保
育
所
や
児
童
手
当
な

ど
の
子
育
て
支
援
を
行
う
窓
口
で
、
今

は
、
先
輩
職
員
の
そ
ば
に
付
い
て
業
務

を
覚
え
る
毎
日
で
す
。

　

窓
口
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
多
く

は
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
で
、

手
続
き
の
途
中
、
お
子
さ
ん
が
飽
き
て

し
ま
う
と
い
う
光
景
も
珍
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
別
の
先

輩
が
お
子
さ
ん
に
話
し
か
け
た
り
、
一

緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
、
お
母
さ
ん
が
手

続
き
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る

様
子
を
見
て
「
自
分
も
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
出
来
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ

う
」
と
決
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
好
き
で
、
高
校
の
授
業
の

一
環
で
乳
幼
児
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が

あ
っ
た
と
い
う
友
永
さ
ん
は

「
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
と
仲
良

く
す
る
の
は
得
意
で
す
」
と
、

満
面
の
笑
み
。

　

そ
し
て
、
仕
事
に
対
す
る
意

気
込
み
に
つ
い
て
も
「
い
つ
で

も
笑
顔
で
、
丁
寧
に
わ
か
り
や

す
い
接
客
を
心
が
け
ま
す
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

   

友
永
さ
ん
は
就
職
と
同
時
に

一
人
暮
ら
し
も
始
め
ま
し
た
。

仲
の
良
い
妹
が
心
配
し
て
、
よ

く
電
話
を
く
れ
る
そ
う
で
す

が
、早
起
き
し
て
、弁
当
を
作
っ

て
出
か
け
る
な
ど
、
友
永
さ
ん

の
社
会
人
１
年
目
は
と
て
も
順

調
の
よ
う
で
す
。

利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と

今
日
も
が
ん
ば
ろ
う
っ
て
思
う

　
「
入
所
者
の
方
々
が
自
室
で
く
つ
ろ

い
で
い
る
時
間
で
す
」
と
い
う
昼
過

ぎ
、
リ
ビ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
談
話
ス

ペ
ー
ス
で
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
っ
て
い

る
河か
わ
の野

美み

ゆ

き

夕
紀
さ
ん
。
こ
の
春
か
ら
、

藤
原
の
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設 

暘
谷

苑
で
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

　

美
夕
紀
さ
ん
は
全
国
で
唯
一
、
福
祉

科
の
み
の
高
等
学
校
で
あ
る
大
分
県
立

野
津
高
等
学
校
を
卒
業
し
、

地
元
、
日
出
町
で
の
新
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

福
祉
の
道
に
進
も
う
と
決

め
た
の
は
15
歳
の
時
で
し

た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
何

か
自
分
が
介
護
の
役
に
立
て

な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
。
そ

し
て
、
介
護
職
に
つ
い
て
い

た
お
母
さ
ん
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
最
初
は
家
族
や
周
り
の
人

に
反
対
さ
れ
ま
し
た
。
け

ど
、
自
分
が
ど
う
し
て
も
や

り
た
い
っ
て
︙
」。

　

学
校
で
学
び
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
暘
谷
苑
も
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
が

「
実
際
の
仕
事
は
実
習
と
は

お
母
さ
ん
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

　手
続
き
を
で
き
る
よ
う
に
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財ざ
い
ぜ
ん
お
う
す
け

前
欧
典
く
ん
は
、
４
月
11
日
に
晴
れ

て
大
神
小
学
校
に
入
学
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
「
小
学
生
に
な
っ
て
、
楽
し
み
な
の
は

何
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
「
算
数
」
と

一
言
。﹃
遊
び
﹄
で
も
、﹃
給
食
﹄
で
も
な

く
算
数
と
答
え
た
欧
典
く
ん
。

　

お
母
さ
ん
い
わ
く
「
食
事
の
時
に
、

父
親
と
﹃
１
つ
食
べ
た
ら
残
り
は
い
く

つ
？
﹄
み
た
い
な
話
を
し
て
い
る
か
ら
で

す
か
ね
？
」。
足
し
算
を
披
露
し
て
く
れ

た
欧
典
く
ん
は
お
父
さ
ん
と
よ
く
数
遊

び
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

入
学
式
を
終
え
た
欧
典
く
ん
た
ち
新

１
年
生
は
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
を
過
ご

す
教
室
で
背
筋
を
伸
ば
し
、
両
手
を
膝

の
上
に
ち
ょ
こ
ん
と
置
い
た
ま
ま
、
担

任
の
先
生
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

　

先
生
の
「
み
な
さ
ん
、
小
学
校
で
何

を
し
て
遊
び
た
い
で
す
か
」
と
い
う
質

問
に
、
何
や
ら
必
死
で
考
え
て
い
る
様

子
の
欧
典
く
ん
は
、
自
分
の
番
に
緊
張

し
た
面
持
ち
で
「
砂
場
で
遊
ぶ
」
と
答

え
ま
し
た
。

　

発
表
を
終
え
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
た
の

か
、
同
じ
幼
稚
園
か
ら
や
っ
て
き
た
隣

の
席
の
男
の
子
と
笑
顔
を
交
わ
し
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
の
発
表
を
見
つ
め
ま
す
。

「
野
球
が
し
た
い
」
と
い
う
お
友
達
の

声
に
口
元
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
小
学
校
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ

る
の
か
、
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

毎
日
の
よ
う
に
小
学
校
に
入
学
す
る

の
を
「
楽
し
み
」
と
心
待
ち
に
し
て
い

た
欧
典
く
ん
。

　

最
初
の
宿
題
は
、
教
科
書
に
自
分
の

名
前
を
書
く
こ
と
。「
明
日
か
ら
ラ
ン

ド
セ
ル
に
教
科
書
を
詰
め
て
元
気
に
学

校
に
行
く
」
と
言
っ
て
、
お
母
さ
ん
と

二
人
で
手
を
振
り
な
が
ら
帰
っ
て
行
き

ま
し
た
。

全
然
違
う
。
い
ろ
ん
な
方
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
な
ん
と
か
や
っ
て
い
ま
す
」
と

美
夕
紀
さ
ん
。

　

３
月
か
ら
研
修
を
始
め
、
入
所
者
の

方
々
の
顔
と
名
前
は
覚
え
た
も
の
の
、
上

手
く
い
か
な
い
業
務
に
つ
い
て
思
い
悩
む

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

に
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
、
励
ま
し
て
く
れ

る
先
輩
に
感
謝
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
反
対
し
て
い
た
周
り
の
人
も

「
大
変
や
ろ
。
け
ど
若
い
ん
や
け
ん
、
が

ん
ば
り
よ
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま

す
。
中
で
も
、
お
母
さ
ん
は
帰
り
が
遅
く

な
っ
た
時
も
、
食
事
の
準
備
を
し
て
待
っ

て
く
れ
て
い
る
そ
う
で
、「
研
修
始
め
た

頃
は
疲
れ
果
て
て
帰
っ
て
寝
る
。
と
い
う

感
じ
で
し
た
が
、
最
近
少
し
だ
け
余
裕
が

出
て
お
母
さ
ん
が
待
っ
て
て
く
れ
る
の
が

あ
り
が
た
い
な
～
っ
て
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
す
。

　

将
来
の
目
標
は
利
用
者
さ
ん
の
思
い
に

答
え
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
。「
私

が
笑
顔
で
い
た
ら
、
皆
さ
ん
笑
顔
を
返
し

て
く
れ
る
か
ら
、
自
分
が
つ
ら
い
時
で
も

笑
顔
で
い
ま
す
」。
毎
日
、
入
所
者
さ
ん

と
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

取
材
が
終
わ
る
頃
、
リ
ビ
ン
グ
に
集

ま
っ
て
き
た
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
「
今

日
、
取
材
や
っ
た
ん
よ
。
本
当
、
緊
張
し

た
～
」
と
破
顔
一
笑
。
入
所
者
の
方
と
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

この春から新しい道に進まれた方、新
たな仲間を迎え今までとは少し違った
立場で新生活を始められた方。皆さん
のスタートをお祝い申し上げます。

重
た
い
ラ
ン
ド
セ
ル
も

﹁
が
ん
ば
っ
て
持
て
る
よ
﹂
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【
課
長
級
】

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
課
長 

小
野
裕
一
郎（
監

査
委
員
事
務
局
局
長
）
▼
総
務
課
課
長 
村
井
栄

一
（
農
林
水
産
課
課
長
）
▼
財
政
課
課
長 
川
野

敏
治
（
契
約
検
査
室
室
長
）
▼
政
策
推
進
課
課

長 

井
川
功
一
（
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
政
策

企
画
係
長
兼
改
革
推
進
係
長
）
▼
契
約
検
査
室

室
長 

川
西
求
一
（
都
市
建
設
課
課
長
）
▼
住
民

課
課
長 

佐
藤
久
美
子
（
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
）

▼
健
康
増
進
課
課
長 

髙
倉
伸
介
（
財
政
課
課
長
）

▼
農
林
水
産
課
課
長 

岡
野
修
二
（
農
林
水
産
課

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
▼
農
林
水
産
課
参
事

兼
都
市
建
設
課
参
事 

藤
本
孝
博
（
農
林
水
産
課

参
事
）
▼
都
市
建
設
課
課
長 

村
岡
政
廣
（
上
下

水
道
課
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
上
下

水
道
課
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長 

大
塚
一
路

（
総
務
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）
▼
杵
築
速
見
環
境

浄
化
組
合
所
長 

利
光
隆
男
（
住
民
課
課
長
）
▼

監
査
委
員
事
務
局
局
長 

岩
尾
修
一
（
生
活
環
境

課
課
長
補
佐
）
▼
学
校
教
育
課
課
長 

恒
川
英
志

（
大
分
県
教
育
委
員
会
）
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長 

阿
部
孝
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
）

▼
萬
里
図
書
館
館
長 

工
藤
智
弘
（
萬
里
図
書
館

館
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
課
長
補
佐 

藤
本
英
示
（
総
務
課
主
幹

兼
行
政
係
長
）
▼
財
政
課
課
長
補
佐 

帯
刀
志
朗

（
財
政
課
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
▼
政
策
推
進

課
課
長
補
佐 

土
谷
美
香
子
（
生
涯
学
習
課
課
長

補
佐
兼
文
化
財
係
長
）
▼
政
策
推
進
課
主
幹
兼

改
革
推
進
係
長
兼
広
報
広
聴
係
長　

梶
原
新
三

（
政
策
推
進
課
主
幹
兼
広
報
広
聴
係
長
）
▼
税
務

課
課
長
補
佐 

笠
置
勝
弘
（
税
務
課
課
長
補
佐
兼

資
産
税
係
長
）
▼
福
祉
対
策
課
課
長
補
佐
兼
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長 

後
藤
良
彦
（
福
祉
対
策

課
課
長
補
佐
兼
障
害
福
祉
係
長
兼
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
次
長
）
▼
健
康
増
進
課
主
幹
兼
介
護
保

険
係
長 

西
村
浩
明
（
上
下
水
道
課
副
主
幹
）
▼

生
活
環
境
課
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
係
長 

土
居

浩
二
（
生
活
環
境
課
主
幹
兼
生
活
環
境
係
長
）

▼
商
工
観
光
課
課
長
補
佐 

一
丸
博
文
（
商
工
観

光
課
課
長
補
佐
兼
企
業
立
地
係
長
）
▼
農
林
水

産
課
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長 

木
付
達
朗
（
農
林

水
産
課
耕
地
林
業
水
産
係
長
）
▼
都
市
建
設
課

課
長
補
佐 

佐
藤
義
人
（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
）

▼
都
市
建
設
課
課
長
補
佐 
宇
都
宮
正
徳
（
都
市

建
設
課
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長
）
▼
都
市
建
設

課
課
長
補
佐 

堀
雅
之
（
総
務
課
主
幹
兼
総
務
人

事
係
長
）
▼
上
下
水
道
課
課
長
補
佐 

後
藤
嘉
信

（
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
）
▼
会
計
課
課
長
補
佐

佐
藤
小
百
合
（
会
計
課
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）

▼
教
育
総
務
課
課
長
補
佐 

藤
原
寛
（
都
市
建
設

課
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
▼
大
分
県
教
育
委

員
会 

梶
原
直
樹
（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）
▼

学
校
教
育
課
指
導
主
事 

浅
野
邦
広
（
大
分
県
教

育
委
員
会
）
▼
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
長 

藤
本
周
司
（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
長
）

【
係
長
級
】

総
務
課
総
務
人
事
係
長
兼
秘
書
係
長 

河
野
英
樹

（
総
務
課
副
主
幹
）
▼
総
務
課
行
政
係
長　

後
藤

英
樹
（
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長
）
▼
財
政

課
財
政
係
長 

河
野
明
弘
（
財
政
課
主
査
）
▼
政

策
推
進
課
政
策
企
画
係
長 

佐
藤
道
智
（
政
策
推

進
課
主
査
）
▼
税
務
課
住
民
税
係
長　

後
藤
将

児
（
福
祉
対
策
課
副
主
幹
）
▼
税
務
課
資
産
税

係
長 

森
内
祐
二
（
税
務
課
副
主
幹
）
▼
福
祉
対

策
課
障
害
福
祉
係
長 

波
津
久
誠
（
健
康
増
進
課

介
護
保
険
係
長
）
▼
商
工
観
光
課
企
業
立
地
係

長 

坂
西
和
宏
（
商
工
観
光
課
副
主
幹
）
▼
商
工

観
光
課
商
工
観
光
係
長 

安
田
恵
（
上
下
水
道
課

下
水
道
管
理
係
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
係
長
）
▼

農
林
水
産
課
耕
地
林
業
水
産
係
長 

八
坂
文
敏（
農

林
水
産
課
副
主
幹
）
▼
都
市
建
設
課
管
理
係
長 

松
本
武
士
（
都
市
建
設
課
副
主
幹
）
▼
都
市
建

設
課
都
市
計
画
係
長 

中
山
雅
広
（
都
市
建
設
課

企
画
調
査
係
長
）
▼
都
市
建
設
課
工
務
第
１
係

長 

須
藤
淳
司
（
都
市
建
設
課
建
設
係
長
）
▼
都

市
建
設
課
工
務
第
２
係
長 

藤
井
英
明
（
都
市
建

設
課
副
主
幹
）
▼
都
市
建
設
課
建
築
係
長 

豊
田

博
（
都
市
建
設
課
副
主
幹
）
▼
上
下
水
道
課
下

水
道
管
理
係
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
係
長 

工
藤
明

美
（
総
務
課
秘
書
係
長
）
▼
会
計
課
会
計
係
長 

宇
都
宮
博
（
税
務
課
住
民
税
係
長
）
▼
生
涯
学

習
課
文
化
財
係
長
重
岡
由
美
（
住
民
課
副
主
幹
）

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長 

橘
暁
子
（
学

校
給
食
共
同
調
理
場
管
理
係
長
）

【
副
主
幹
以
下
】

▼
総
務
課 

松
本
真
二
（
税
務
課
）
▼
大
分
県
へ

派
遣 

青
井
隆
文
（
財
政
課
）
▼
財
政
課 

長
野
康

範
（
健
康
増
進
課
）
▼
財
政
課 
財
津
良
平
（
税

務
課
）
▼
政
策
推
進
課 

今
村
敏
昭
（
会
計
課
）

▼
税
務
課 

宮
本
優
希
（
生
涯
学
習
課
）
▼
住
民

課 

桂
木
舞
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
▼
福
祉
対

策
課 

間
部
真
弓
（
生
活
環
境
課
）
▼
福
祉
対
策

課 

松
本
智
穂
（
健
康
増
進
課
）
▼
健
康
増
進
課 

渡
辺
美
央
（
福
祉
対
策
課
）
▼
生
活
環
境
課 

古

橋
友
一
郎
（
福
祉
対
策
課
）
▼
農
業
委
員
会
事

務
局 

後
藤
明
子
（
農
林
水
産
課
）
▼
生
涯
学
習

課 

黒
瀬
雅
人
（
都
市
建
設
課
）
▼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー 

甲
斐
孝
義
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

片
山
節
子
（
学
校
給
食

共
同
調
理
場
）
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

笠
置
久

美
子
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）
▼
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー 

阿
南
吉
伸
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

【
幼
稚
園
教
諭
】

▼
豊
岡
幼
稚
園 

萱
嶌
由
紀
（
日
出
幼
稚
園
）

　
　

【
新
採
用
】

▼
総
務
課 

檜
垣
美
奈
▼
総
務
課 

嶋
本
祐
▼
税
務

課 

北
河
祐
一
▼
税
務
課 

松
下
豪
▼
福
祉
対
策
課 

友
永
優
佳
子
▼
生
活
環
境
課 

姫
野
秀
宇
▼
農
林

水
産
課 

友
永
悠
▼
農
林
水
産
課　

桑
原
真
治
▼

都
市
建
設
課 

伊
津
野
領
▼
都
市
建
設
課 

上
野
大

介
▼
上
下
水
道
課 

平
田
知
輝

【
退
職
者
】

▼
木
付
尚
巳
（
総
務
課
課
長
）
▼
越
智
好
（
政
策

推
進
課
課
長
）
▼
河
野
王
見
（
健
康
増
進
課
課

長
）
▼
酒
井
保
彦
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
課
長
）

▼
木
付
伸
一
（
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合
所
長
）

▼
清
家
健
志
（
学
校
教
育
課
課
長
）
＝
大
分
県

教
育
委
員
会
へ
▼
中
尾
文
男
（
都
市
建
設
課
）

【
退
任
】

　

平
成
25
年
３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
、
堀
田

副
町
長
が
退
任
し
ま
し
た
。

▼ 

堀
田
義
人

  人 事 異 動

３月 31 日付けで

７名が退職し、

11 名を新たに採用

しました。

また、堀田副町長

が退任しました。
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日出町長　工藤　義見

そ の  7 3

日
本
Ｔ
Ｉ(

テ
キ
サ
ス)

日
出
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
Ｔ
Ｉ(

テ
キ
サ
ス)

日

出
工
場
の
一
部
と
し
て
活
動
し
て
い
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
、
４
月
１
日
、
テ

キ
サ
ス
日
出
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

し
て
移
転
、
開
所
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
に
は
本
社
関
係
者
、
日
出
工
場
長
、

新
所
長
、
従
業
員
31
名
、
関
連
会
社
関
係
者

が
出
席
し
、
主
催
者
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
事

業
計
画
や
今
後
の
取
り
組
み
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
な
ど
の
工
場
施
設
の
紹

介
・
見
学
も
あ
り
、
新
社
名
プ
レ
ー
ト
板
を

囲
ん
で
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
式

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

工
場
は
、
日
出
町
大
神
の
Ｊ
Ｒ
大
神
駅
北

側
の(

株)

日
出
ハ
イ
テ
ッ
ク
の
施
設
を
使

用
し
、
半
導
体
の
組
み
立
て
に
関
す
る
研
究

開
発
の
重
要
拠
点
と
し
て
、
従
来
通
り
ア
ジ

ア
諸
国
に
あ
る
同
社
の
生
産
工
場
を
支
援
す

る
役
割
な
ど
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
社
関
係
者
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
は
半
導

体
の
組
み
立
て
、
材
料
な
ど
の
基
礎
研
究
、

試
作
品
の
開
発
、
海
外
工
場
の
技
術
指
導
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
家
電
、

自
動
車
、
工
業
用
品
の
開
発
も
手
掛
け
た
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

工
場
は
、
広
い
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
２
室
を

備
え
、
半
導
体
加
工
の
大
型
機
械
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
単
な
る
事
務
所
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
規
模
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

Ｔ
Ｉ
日
出
工
場
は
予
定
通
り
３
月
31
日
で

後
工
程
の
作
業
を
停
止
し
、
６
月
末
を
も
っ

て
全
行
程
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
テ
キ
サ
ス
全
体
の
頭
脳
と
言
わ
れ
る

研
究
開
発
部
門
が
日
出
町
に
残
さ
れ
た
こ
と

は
大
変
な
朗
報
で
す
。

　

会
社
側
の
説
明
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
の
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
の
実
績
を
踏

ま
え
、
重
要
機
能
を
日
出
に
残
し
、
優
秀
な

従
業
員
を
引
き
続
き
確
保
し
た
と
言
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
事
業
が
拡
大
、
発
展
し
、
半

導
体
業
界
や
日
出
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

川
崎
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン

　
　

い
よ
い
よ
宅
地
造
成
工
事
に
着
手

　

長
い
間
懸
案
と
な
っ
て
い
た
川
崎
内
野
尖

地
区
の
建
売
分
譲
住
宅
用
地
の
造
成
工
事
の

起
工
式
が
、
４
月
17
日
に
現
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

開
発
者
は
沖
縄
県
那
覇
市
の(

株)

ア
ー

ル
ジ
ェ
イ
エ
ス
テ
ー
ト
で
、
約
4
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
に
88
区
画
を
造
成
し
、
住
宅
を
建

設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
計
画
ど
お
り
の

完
成
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
土
地
は
早
く
か
ら
、
農
地
以
外
の
用

途
に
使
用
す
る
た
め
の
許
可
を
と
っ
て
い
ま

し
た
が
、
開
発
業
者
の
都
合
に
よ
り
造
成
が

困
難
に
な
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
土
地
を
再
度
活
用
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
国
、
県
に
継
続
し
て

の
開
発
承
認
を
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
難

し
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
と

か
解
決
し
、
平
成
23
年
度
中
に
関
係
機
関
の

一
応
の
了
解
が
取
れ
、
平
成
24
年
６
月
28
日

付
け
で
農
地
法
上
の
知
事
の
許
可
が
下
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
土
地
所
有
者
間
の
権
利
関
係
の

調
整
に
手
間
取
り
、
計
画
よ
り
約
１
年
遅
れ

で
、
こ
の
た
び
開
発
条
件
が
整
い
、
着
工
の

運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

県
立
日
出
総
合
高
校
が
開
校
・
入
学
式

　

県
立
日
出
総
合
高
校
の
開
校
式
、
次
い
で

一
年
生
を
迎
え
る
入
学
式
が
、
４
月
９
日
、

厳
粛
な
中
に
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
私
も
入
学

式
で
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

開
校
に
当
た
り
事
前
に
、
校
名
、
校
訓
、

校
章
、
校
歌
、
制
服
が
定
め
ら
れ
、
開
校
準

備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
多
く

の
関
係
者
の
多
大
な
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
１
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
３
年

間
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
学
び
舎
で
学
業
に

励
み
、
青
春
を
謳
歌
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
校
の
前
身
は
、
明
治
42
年
、
女
子
実

業
補
習
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
以
来
、

幾
度
か
の
変
遷
を
へ
て
、
平
成
９
年
に
施

設
面
等
で
新
装
、
一
新
し
た
モ
デ
ル
的
な

学
校
と
し
て
大
神
の
地
に
移
転
し
、
校
名

も
日
出
暘
谷
高
校
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
百
年
有
余
の
永
い
歴
史

を
も
ち
、
更
に
こ
の
た
び
の
日
出
暘
谷
、

山
香
農
業
の
両
高
校
の
統
合
に
よ
り
校
名

を
改
め
、
時
代
に
即
し
た
学
科
内
容
で
開

校
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
校
訓
に
向
学
、
感
謝
、
剛
健
を

掲
げ
、
確
か
な
知
識
や
活
力
、
豊
か
な
感

性
と
協
調
、
健
全
な
心
と
身
体
を
教
育
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
学
科
、
機
械
電
子
科
は
各
１

学
級
、
総
合
学
科
は
３
学
級
４
系
列
か
ら

な
り
、
定
員
２
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
、
よ
き
校
風
の
下
に
、

次
世
代
を
担
う
学
徒
の
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
可
能
性
に
挑
戦
、
飛
躍
を
期
し
、
今

後
、
日
出
町
、
そ
し
て
周
辺
地
域
の
学
問

の
府
と
し
て
地
域
の
期
待
に
応
え
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
生
徒
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同

窓
会
、
そ
し
て
地
域
の
多
く
の
関
係
の
皆

さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、
諸
先
輩
を
乗
り

越
え
て
新
た
な
新
設
日
出
総
合
高
校
の
伝

統
を
築
き
、
歴
史
を
切
り
拓
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　

（
次
号
に
つ
づ
く
）

日出町長　工藤　義見
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 TOWN　TOPICS　                                                 
まちの話題  　3 ～ 4 月

　日出町 facebook　　　　　　　　
   パソコンでも身近な情報が満載
  http://www.facebook.com/hijimachi　　　　　　　　　

　

４
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
の
選
果

場
で
日
出
町
特
産
の
紅
八
朔
・
タ
ロ
ッ
コ

オ
レ
ン
ジ
の
初
選
果
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紅
八
朔
約
30
ト
ン
、
タ
ロ
ッ
コ
オ
レ
ン

ジ
約
15
ト
ン
が
４
月
中
旬
に
か
け
出
荷
さ

れ
ま
す
。

　

紅
八
朔
は
近
年
、
生
産
者
の
高
齢
化
や

樹
木
の
老
木
化
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
時
の
10

分
の
1
と
生
産
量
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
産
地
回
復
の
た
め
に
植
え
つ
け
た
若

い
苗
が
、
実
を
付
け
る
ま
で
に
生
長
し
た

こ
と
で
、
今
後
の
増
産
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
目
に
良
い
と
さ
れ
る
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
豊
富
な
タ
ロ
ッ
コ
オ
レ
ン
ジ

も
人
気
で
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
が
非
常
に

高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。　

陽
だ
ま
り
の
中
で
お
弁
当
を
食
べ
る
姿
も

横
津
神
社　

春
季
例
大
祭

　

４
月
８
日
、
日
出
藩
三
代
藩
主
・
木

下
俊
長
を
祭
神
と
す
る
横
津
神
社
で
春

季
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
青
く
広
が
る
別
府

湾
を
望
む
神
社
の
境
内
は
地
域
の
お
年

寄
り
を
始
め
、
中
央
公
民
館
か
ら
歩
い

て
き
た
と
い
う
「
歩
こ
う
会
」
の
メ
ン

バ
ー
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
神
楽
の
奉
納
や
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人
は
お

弁
当
を
広
げ
な
が
ら
春
の
１
日
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た

　

東
仁
王
の
阿
部
一
馬
さ
ん
は
「
楽
し

か

っ

た

し
、

天

気
も

良

く

気

持
ち

よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
美
し
い
の
が
で
き
ま
し
た
」

紅
八
朔
・
タ
ロ
ッ
コ
オ
レ
ン
ジ
出
荷

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

町
内
で
入
学
式
・
入
園
式

　

４
月
11
日
、
町
内
の
小
学
校
で
入

学
式
が
一
斉
に
行
わ
れ
、
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
一
年
生

が
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

大
神
小
学
校
に
は
48
名
が
入
学

し
、
長
野
校
長
の
「
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
」「
友
達
と
仲
良
く
」「
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
」
と
い
う
３
つ
の
約

束
に
対
し
、
新
入
生
は
元
気
な
声
で

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
に
は
、
町
内
幼
稚
園
で

も
入
園
式
が
行
わ
れ
、
新
入
園
児
も

新
し
い
生
活
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
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Ａ
Ｐ
Ｕ
国
際
学
生
と
町
内
小
学
生

交
流
の
輪
も
花
盛
り

　

３
月
27
日
、
町
内
の
小
学
生
23
名
と

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
通
う
国
際
学
生
９
名
に
よ

る
、
お
花
見
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
食
生
活
改
善
推
進
員
の

方
々
の
指
導
の
も
と
、一
緒
に
花
見
弁

当
を
作
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
先
輩
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
学
生
は
「
子

ど
も
や
地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
楽
し

い
。
ま
た
、
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
中

央
公
民
館
の
会
議
室
の
窓
か
ら
、
雨
露

に
濡
れ
る
桜
を
眺
め
な
が
ら
食
事
を
し

た
り
、
各
国
に
つ
い
て
の
言
語
を
学
ぶ

等
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン

ツ
は
６
月
末
に
閉
鎖
を
予
定
し
て
い
る

日
出
工
場
が
担
っ
て
い
た
機
能
の
一
部

を
移
転
し
、
半
導
体
研
究
開
発
の
重
要

拠
点
と
し
て
「
日
出
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
日
出
町
か
ら
、
ア
ジ
ア
諸

国
に
あ
る
Ｔ
Ｉ
の
生
産
工
場
を
支
援
す

る
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

従
業
員
は
31
名
。
安
藤
貴
文
セ
ン

タ
ー
長
は
「
Ｔ
Ｉ
日
出
工
場
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
引
き
継
ぎ
、
研
究
開
発
の
面
か
ら
半

導
体
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｉ
日
出
工
場
の
魂
を
み
ん
な
に
託
す

日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ

　

日
出
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
設

　

大
神
漁
港
魚
市
場
に
「
鮮
魚
さ
ば
き

所
・
販
売
所
」
が
完
成
し
、
４
月
６
日
、

落
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
揚
げ
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
魚
を
そ

の
場
で
さ
ば
い
て
提
供
す
る
た
め
の
施
設

で
、
県
魚
協
日
出
支
店
の
ハ
モ
部
会
が
中

心
と
な
り
開
設
。
近
年
、
町
が
売
り
出
し

て
い
る
特
産
の
ハ
モ
の
「
骨
切
り
」
を
行

い
、
消
費
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

式
で
は
神
事
の
後
、
中
山
公
夫
ハ
モ
部

会
部
会
長
が
「
町
の
食
文
化
や
観
光
振
興

に
貢
献
し
、
地
域
の
活
性
化
を
約
束
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

本
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
消
費
者
が
手

軽
に
魚
食
に
親
し
め
、
朝
市
に
お
け
る
集

客
力
の
向
上
や
漁
村
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
鮮
魚
さ
ば
き
所
・
販
売
所
」
落
成
式

手
軽
に
魚
を
楽
し
ん
で

  何でも相談
　　　　　受付中です。

　 日 常 生 活 の 中 で 抱 え る ど こ に 相 談 し て よ
い か わ か ら な い こ と 等 に つ い て、 役 場 職 員
が お 話 を 聞 き ま す。
　 例） 行 政 相 談、 消 費 者 相 談、 金 銭 問 題
　 　 　 借 地 ・ 借 家 問 題、 環 境 問 題、 離 婚
　 　 　 相 続 問 題、 親 子 関 係 な ど

■開設時間
　　８時 30 分～ 17 時
　（土日祝日、年末年始を除く）

■相談場所　新館１階　相談室
 
■直通電話　☎ 73-3118

　※法律相談など町で対応できない相談に
　　関しては専門機関をご紹介します。
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
　

は
か
り
（
計
量
器
）
を

　
　
　
　

取
引
・
証
明
に
お
使
い
の
方
へ

　　

は
か
り
を
、
商
品
の
販
売
や
農
水
産
物
の
出

荷
・
販
売
、
薬
の
調
剤
、
健
康
診
断
、
診
療
等

に
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年
ご
と
に
定
期

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
次
の
日
程
で
定
期
検
査
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

●
検
査
日
程
・
場
所

　

○
６
月
６
日
（
木
）
10
時
～
11
時
30
分

　
　

大
神
地
区
公
民
館

　

○
６
月
６
日
（
木
）
13
時
～
15
時　

　
　

豊
岡
地
区
公
民
館

　

○
６
月
７
日
（
金
）
10
時
～
15
時

　
　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
は
か
り
を
新
規
購
入
し
た
方
・
使
用
を
廃
止

　

し
た
方

　

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
を
新
規
購

入
し
た
方
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
に
検
査
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
や
、
取
引
・
証
明
へ
の
使
用

を
廃
止
さ
れ
た
方
は
、
５
月
27
日
（
月
）
ま
で

に
商
工
観
光
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

商
工
観
光
課　

☎
73-

３
１
５
８

　

外
国
人
住
民
の
方
も
７
月
８
日
か
ら

　

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

７
月
８
日
（
月
）
か
ら
、
外
国
人
住
民
の
方

に
つ
い
て
も
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
開
始
に
伴
い
、
住
民

票
に
住
民
票
コ
ー
ド

 ＊１  
が
記
載
さ
れ
、
ご
本

人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

併
わ
せ
て
、
外
国
人
住
民
の
方
も
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

 ＊ 2
の
交
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

＊
１　

 

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
住
基
ネ
ッ

　
　

ト
に
お
い
て
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を

　
　

行
う
の
に
必
要
不
可
欠
な
無
作
為
の
11

　
　

桁
の
番
号
で
す
。

　

＊
２　

 

住
基
カ
ー
ド
は
、
セ
キ
ュ
リ
ィ
ー

　
　

付
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
「
写
真
付
き
住
基　

　
　

カ
ー
ド
」
は
公
的
な
証
明
書
と
し
て
も

　
　

使
え
ま
す
。

―
便
利
に
な
る
こ
と
の
例

・
一
部
の
行
政
機
関
で
、
住
民
票
の
写
し
の

提
出
の
省
略
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
手
続
き

が
簡
略
化
さ
れ
ま
す
。

・
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

転
入
届
の
特
例
が
受
け
ら
れ
、
郵
送
等
に
よ

り
転
出
届
を
行
う
こ
と
で
、
市
区
町
村
の
窓

口
に
出
向
く
の
は
、
引
越
し
先
の
一
度
で
済

み
ま
す
。

・
住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を
格
納
す
る

こ
と
で
、
電
子
証
明
書
に
よ
る
本
人
確
認
を

必
要
と
す
る
行
政
手
続
き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
請
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

住
民
課
戸
籍
住
民
係　

　
　
　
　
　

☎
73-

３
１
２
２

『日出町けんこう応援金』の助成開始
　　―地域での介護予防活動を応援します！！―

　平成 25 年度からの新規事業として、自らの手で
介護予防に取り組んでいる自治区や団体に対して活
動支援金を助成をします。

助成対象　　①町主催の介護予防教室の自主教室を
　　　　　　　 実施する自治区
　　　　　　②複数の介護予防プログラムを実施す
　　　　　　　る自治区及び団体
助成金額　　１組織につき 5 万円以内　
　　　　　　※申請多数の場合、別途定めた要領に
　　　　　　　より交付の可否を決定
助成要件　　①年間 10 回以上介護予防に役立つプロ
　　　　　　　グラムを実施すること
　　　　　　②町内在住者の割合が 2/3 を超え、お
　　　　　　　おむね 60 歳以上の参加人数が５名以
　　　　　　　上の団体等
申込方法　　所定の申請書を健康増進課に提出
申込期間　　５月 31 日（金）まで
■問合先　　健康増進課長寿健康係　☎ 73-3130

＜県営・豊岡住宅＞　１戸
　　　　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 43
　　　　構　造　中層耐火構造
　　　　家　賃　16,000 円～ 23,900 円
　　　　駐車場　１台のみ（2,000 円）
　　　　※浴槽有、ボイラーは入居者負担、下水道設備有。
　　　　※入居指定日があります。

■募集期間　５月１日 ( 水 ) ～５月 17 日 ( 金 )
■応募資格　次のすべてに該当する方
　①　入居者の合算所得が年額 1,896,000 円以下で
　　　あること。
　②　税金の滞納がないこと。
　③　入居者名義の持家がないこと。
　④　独立していて、他の者の扶養に入っていないこと。
　⑤　住宅に困っていること。
　⑥　入居者が暴力団員ではないこと。
■抽 選　５月 23 日 ( 木 )11 時～　 
　　　　役場旧館 3 階大会議室
■問合・申込先　都市建設課管理係　☎ 73-3172

県営住宅入居者募集
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日出町出会い応援事業

オーシャンビューで過ごすカップリングパーティー

ご好評いただいている日出町婚活パーティー、５回目の開催が決定しました。

海辺のホテルでの素敵な出会いで、雨の季節を楽しくしましょう。

■日　程　６月 22 日（土）

■時　間　11 時～ 13 時 40 分

          （10 時 30 分より受付開始）

■場　所　ホテルソラージュ大分・日出

■定　員　男女各 16 名ずつ（抽選）

■対象者　30 ～ 59 歳の独身男女

■料　金　4,000 円（※昼食付、ノンアルコール）

■受　付・問合先　５月 31 日（金）締切　

  政策推進課窓口まで　　☎ 73-3116

　＊６月３日（月）より　おおいた出会い応援センター

　でも受付ます。☎ 097-599-3179

＊参加決定の結果については６月 13 日（木）

までに、おおいた出会い応援センターより確

認の連絡が届きます。参加決定の通知を受け

てからのキャンセルはできません。参加費全

額のキャンセル料が発生しますのでご注意く

ださい。

＊健全な出会いイベントを運営するため、本

人確認や独身であることを確認させていただ

きます。詳しくはお電話でお問い合わせくだ

さい。

　

平
成
25
年
度
緑
の
募
金

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

　

平
成
24
年
度
の
緑
の
募
金
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

１
︐
４
６
０
︐
２
０
２
円
の
募
金
が

集
ま
り
、
ひ
じ
産
業
ま
つ
り
で
の
苗
木

配
布
や
町
内
小
中
学
校
の
卒
業
記
念
樹

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
も
、
引
き
続
き
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

募
金
方
法
等
の
詳
細
は
、
別
途
回
覧

に
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
先　

農
林
水
産
課
耕
地
林
業
水

産
係　

☎
73
︲
３
１
２
７

　

電
気
柵
購
入
補
助

　　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
に
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
、

購
入
金
額
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
条　

件

・
町
内
で
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
方

・
本
体
、
電
線
、
ガ
イ
シ
、
絶
縁
杭
等

　

を
セ
ッ
ト
で
購
入
す
る
こ
と

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

※
購
入
済
み
の
も
の
は
補
助
対
象
と
な

　

り
ま
せ
ん
。
町
か
ら
の
交
付
決
定
の

後
、
購
入
・
設
置
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
補
助
金　

購
入
金
額
の
２
／
３
以

　

内
（
上
限
４
２
︐
０
０
０
円
）

■
補
助
予
定
個
数　

60
基

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選　

■
申
込
期
限 　

５
月
31
日
（
金
）

■
申
込
先　

農
林
水
産
課
耕
地
林
業

水
産
係　

☎
73-

３
１
２
７

　

耕
地
災
害
復
旧
事
業
等

　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
制
度

　

集
中
豪
雨
や
台
風
と
い
っ
た
自
然

災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
農
業

用
施
設
や
農
地
畦け
い
は
ん畔

な
ど
に
つ
い
て

は
、
耕
地
災
害
復
旧
事
業
等
の
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

受
け
ら
れ
る
助
成
制
度
の
種
類
や

条
件
は
、
被
災
程
度
や
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
農
林
水
産
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

農
林
水
産
課
耕
地
林
業

水
産
係　

☎
73-

３
１
２
７

　

難
病
等
の
方
が
障
害
福
祉

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
へ

　

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総

合
支
援
法
で
は
、
障
が
い
者
の
範
囲

に
難
病
等
の
方
々
が
加
わ
り
ま
し

た
。

　

対
象
と
な
る
方
々
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
受
給
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

―
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

●
障
が
い
児
・
者　

障
害
福
祉
サ
ー

　

ビ
ス
、
相
談
支
援
、
補
装
具
及

　

び
地
域
生
活
支
援
事
業

●  

障
が
い
児　

障
害
児
通
所
支
援

及
び
障
害
児
入
所
支
援

―
対
象
者

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
や
潰
瘍
性
大
腸

炎
等
の
対
象
疾
患
に
よ
る
障
が
い

が
あ
る
方
。
対
象
疾
患(

１
３
０

疾
患)

の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

―
手
続
き

　

対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
事

が
わ
か
る
証
明
書
（
診
断
書
ま
た

は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）

を
福
祉
対
策
課
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
障
害
程
度
区
分
の
認
定
や
支

給
認
定
等
の
手
続
き
後
、
必
要
と

認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可

能
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

福
祉
対
策
課
障
害
福

祉
係　

☎
73
︲
３
１
２
６
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　「福祉避難所」とは高齢者、障がい者、妊産婦、乳

幼児、病弱者など、一般的な施設では生活に支障を

きたす人たちが避難するために、耐震やバリアフ

リー、介助員の配置などの配慮がされた避難所です。

　災害発生時、災害対策本部が「福祉避難所の開設

が必要」と判断した場合、町から各施設に協力を呼

びかけ設立されます。（必要に応じて開設される２次

的避難所であり、最初から福祉避難所として利用す

ることはできません）

　国が示すガイドラインでは「小学校区に１ヶ所程

度の割合」と設定されています。町内では、23 年度

に協定を結んだ社会福祉法人  暘谷福祉会に加え、新

たに８事業所 11 施設を指定することができました。

　３月 27 日、役場会議室で「福祉避難所設置運営

に関する協定書」の調印式が行われました。町長、

副町長をはじめ総務課や福祉対策課の課長と協力事

業所の代表者ら 10 名が参加し協定締結を行いました。

　町長が「あらかじめ準備を整え、町民の皆さんに安心

して頂きたい」とあいさつした後、社会福祉法人みのり

村の理事長大木 隆さんが協力施設の代表として「福祉対

象者のみならず、町民の皆さんが避難できる環境整備に

務めていきたい」と話しました。

　今後、各施設と連携し、必要な物資を整備するととも

に具体的な避難計画を立てていきます。

＜新たな協力事業所＞

社会福祉法人 みのり村／医療法人 平成会／医療法人 久

寿会／社会福祉法人大分県社会福祉事業団 渓泉寮／ボン

ウェルフェア株式会社／特定医療法人 瑞木会／社会福祉

法人 太陽の家 ゆうわ／ホテルソラージュ大分・日出

　　　　　　　　　■問合先　福祉対策課　☎ 73-3121

町内で 12 施設に　
災害時福祉避難所運営調印式

≪歯のなんでも相談室を開催します≫

　日頃から、歯やお口のことで気になっていることは
ありませんか？
　「歯のなんでも相談」では、地域の歯医者さんが無料
で歯の健診、フッ素塗布などをしてくれます。すべて
無料で、申込等は必要ありません。ご家族皆さんでお
気軽にご参加ください。

【日　時】 ６月９日（日）10 時～ 14 時
【場　所】保健福祉センター
【内　容】 歯の健診、フッ素塗布、歯磨き指導、お口の
　　　 　健康相談

【主　催】杵築速見歯科医師会

≪高齢者のよい歯のコンクール参加者募集≫

　全身の健康を保つには、歯の健康を維持することが
大切です。
　80 歳になっても自分の歯を 20 本以上保ち、生涯に
わたり自分の歯で物を噛むことを目標とした、“8020（ﾊ
ﾁﾏﾙﾆｲﾏﾙ）運動 ” というものがあります。
　そこで、日出町では健康的な歯をお持ちの高齢者を
募集しています。下記の条件にあてはまる方は、是非
お申し込みください。

【応募資格】
平成 25 年３月 31 日現在、80 歳以上で自分の歯を 20
本以上持っている方
※昭和８年３月 31 日以前に生まれた方

【コンクール】
日　程　：　　６月９日（日）　10 時～
会　場　：　　保健福祉センター
内　容　：　　歯科医師による診察、表彰式　等
※優秀な方は、日出町代表として県大会に出場してい
　ただきます。
締　切　：　　５月 31 日（金）
主　催　：　　杵築速見歯科医師会
問合・申込先：健康増進課　　☎ 73-3130

歯の健康を大切にしましょう

「人権なんでも相談所」の開設
　
町内の人権擁護委員が困りごとや心配ごと、
人権相談などについての相談を受け付けます。
■日時　６月３日（月）　10 時～ 15 時
■場所　中央公民館
■費用　無料
■問合先　住民課　☎ 73-3122
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　３日～６日・12日・13日・20日・26日・27日・30日

　　■ブーフーウーによる読み聞かせ

　    ○日時　５月 11 日  （土）　  10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　　　０歳～３歳向け

　  ○日時　５月 25 日  （土）　   10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　　　４歳～小学校低学年向け

　　■ FUMFUM による読み聞かせ

　　○日時　５月 24 日  （金）　   11 時～ 11 時 30 分

　　　　　　０歳～５歳くらいまで

定 期 相 談

●行政相談

　場所　役場新館 3階 333 会議室

　日時　５月７日（火）10 時～ 15 時

　問合先　総務課　☎ 73‐3150

●心配ごと相談

　場所　役場新館 3階 333 会議室

　日時　５月 14 日（火）10 時～ 15 時

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3121

●障がい児・者等支援相談

　相談先　社会福祉法人「みのり村」

　　　　　みのり障がい者生活支援センター

　　☎ 72‐2818

●障がい児・者生活支援相談

　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　　　　　　☎ 72‐1682

　　　　　（受付時間：8時～ 17 時）

●高齢者総合相談

　相談先　日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）☎ 73‐3115

●家庭児童・母子婦人相談

　相談先　福祉対策課　☎ 73‐3121

　

●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル　☎ 0120‐462‐110

        （24 時間　365 日受付）

●無料人権相談所

　相談先　大分地方法務局杵築支局　

☎ 0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）

　日時　第２火曜（保健福祉センター）

　　　　第４火曜（役場 333 会議室）

　　　　※祭日の場合は休み

　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分

　費用　30 分につき 5,000 円

　　　　※収入が一定以下の方及び多重　

債務の相談は無料

　申込・問合先　大分県弁護士会

　☎ 097‐536‐1458

図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

新刊案内

５月の休館日

「フランシス子へ」
吉本隆明：著　講談社：刊

　とりたてて何もない猫、しか
し相思相愛の仲だった－。忘れ
がたき最愛の猫フランシス子の
死。人は悲しみをどう受け止め
乗り越えるか。吉本隆明が自ら
の老いに重ね合わせ考察する。

「子どもの結婚式親の心得と挨拶」
岩下宣子：監修　日本文芸社：刊
　
　前日までの準備と当日のふるま
い方、両家の代表として恥ずかし
くない挨拶の書き方・読み方など、
子どもの結婚式に向けて親がする
べきことを解説する。そのまま使
える開演の挨拶と謝辞の実例集も
収録。

「夢を売る男」
百田尚樹：著　太田出版：刊

　敏腕編集者・牛河原勘治の働く
丸栄社には、本の出版を夢見る人
間が集まってくる。牛河原が彼ら
に持ちかけるジョイント・プレス
方式とは…。現代人のふくれあがっ
た自意識と、いびつな欲望を鋭く
切り取ったブラックコメディ。

「来世は女優」
林真理子：著　文藝春秋：刊
　
　〆切と舞台、どっちが大事？
被災地支援から写真集発売、文
士劇出演まで、林真理子が美し
き日々を綴る。「週刊文春」２
2012 年１月〜 2013 年１月の連載
を単行本化。

13



健　康
子育て
５月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9時～ 17時
＊		町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

５月の休日当番医
３日　日出児玉病院	 72-2724
４日　吉岡内科医院	 73-2787
５日　鈴木病院	 73-2131
６日　サンライズ酒井病院	 72-2266
12日　河野医院	 72-2302
19日　真那井診療所	 72-5270
26日　酒井医院	 72-2624

６月の休日当番医
２日　日出児玉病院	 72-2724
９日　矢野小児科医院	 72-1011
16日　鈴木病院	 73-2131
23日　サンライズ酒井病院	 72-2266
30日　大石内科医院	 72-2121

　　離乳食教室
　離乳食に関する相談や試食を行う教室を開催します。「どうやって離乳
食を始めたらいいの？」「進め方が分からない」という方は、是非、子ど
もさんと一緒に参加してみてください。前回からの引き続き参加もお待ち
しています。申込不要です。
　＊スプーンを準備していますが、使い慣れたものやエプロンが必要な方
はご準備ください。
■日時　６月 11 日（火）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
■場所　保健福祉センター　母子健康室
■対象　離乳食期（１歳６ヶ月頃まで）
■問合・申込先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73-3121

座講 案 内

　あなたは毎年がん検診を受けていますか？
がん検診を定期的に受診していただくために、日出町では “40 歳から始め
よう !! がん検診推進事業 ” を行います。
　がんが大幅に増えるのは 40 歳代からです。がんは自覚症状がない場合
もあり検診による早期発見が有効です。
　40 歳になったら（子宮頸がんは 20 歳から）、年に１度（子宮頸がん・乳
がんは２年に１度）がん検診を受けましょう !!

≪事業内容≫　対象者には、肺がん・大腸がん・胃がん・子宮頸がん・乳
　がん検診を無料で受診できる無料クーポン券を発行します。無料クーポ
　ン券は日出町が実施する検診でのみ使えます。
　※職場で受診できる方は、職場の検診が優先です。
≪実施期間≫　　４～ 12 月 
　※対象者には６月頃無料クーポン券を郵送します。詳細はそちらでご確
　　認ください。
　※日出町に申請して検診を受ける場合、クーポン券が届く前に受診する
　　こともできます。
≪対象者≫　４月 20 日（土）時点で、日出町に住民票のある下記の方が
　対象です。

■問合先　健康増進課長寿健康係　☎ 73-3130

40 歳から始めよう !
無料で受けられるがん検診

「こころの相談会」
　困りごと、悩みごとは１人で
抱え込まず話してみませんか？
　臨床心理士が個別に対応する
無料の相談会です。

■日時：毎月第２金曜日
　　　　９時～ 16 時 ( 要予約 )
■問合・予約先　
　福祉対策課障害福祉係
　　　　　　　　　☎ 73-3126

年齢 生年月日 無料がん検診
男性 女性

20 歳 平成４年４月２日～平成５年４月１日

子宮頸がん
25 歳 昭和 62 年４月２日～昭和 63 年４月１日
30 歳 昭和 57 年４月２日～昭和 58 年４月１日
35 歳 昭和 52 年４月２日～昭和 53 年４月１日

40 歳 昭和 47 年４月２日～昭和 48 年４月１日
肺がん
大腸がん
胃がん

肺がん
大腸がん
胃がん
子宮頸がん
乳がん

45 歳 昭和 42 年４月２日～昭和 43 年４月１日 肺がん
大腸がん
胃がん
乳がん

50 歳 昭和 37 年４月２日～昭和 38 年４月１日
55 歳 昭和 32 年４月２日～昭和 33 年４月１日
60 歳 昭和 27 年４月２日～昭和 28 年４月１日
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日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～２歳）
　	７日（火）･14日（火）･21日（火）･27日
（月）10時～12時
●エアロビクス教室（～就学前）
　10日（金）･24日（金）10時45分～
●ママへのプレゼントづくり
　（０歳～就学前）13日（月）11時～
●誕生会（0歳～就学前）
　20日（月）11時～
●ベビーリンパマッサージ教室
　（0歳～２歳まで）21日（火）11時～
●紙ひこうきを飛ばそう（0歳～就学前）　
　28日（火）10時～12時

日出町児童館	 ☎72‐0323

●	親子リトミック教室（乳幼児・要申込）７
日（火）11時～12時
●たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）　
　17日（金）11時15分～11時45分
●	WAKUWAKUつみきくらぶ
　 22日（水）10時30分～12時（乳幼児）

さざんか児童館	 ☎72‐8383

●エアートランポリンで遊ぼう！
　３日(金)･４日(土)･６日(月)10時～
●赤ちゃん広場（０歳児・要申込・200円）
　10日（金）10時30分～
●絵本の読み聞かせ
　	11日（土）			10時30分～	
●ハッピータイム（乳幼児親子）
　13日（月）10時30分～
●エアロビクス（お母さん向け＊乳幼児
　から一緒に参加可能・要申込・600円）
　13日(月)･27日(月)13時30分～
●巡回児童館（あつまれ！ちびっこ）　　　
　17日（金）10時30分～　中央公民館
●	みんなで誕生日パーティー！
　（乳幼児親子・要申込・200円）
　31日（金）10時30分～
●親子グループ活動　10時30分～
　0～1歳児　 	８・15・22日（水）
　　		2歳児　		９・16・23日（木）
　3～5歳児　 	７・14・21日（火）

　今、日本人の２人に１人はがんになり、３人に１人はがんで亡くなる
時代です。しかし、がんの早期発見のために行う日出町のがん検診受
診率はまだまだ低く、平成 24 年度で一番受診率が高い肺がん検診でも
30.11％しかありません。他の受診率も乳がん検診が 28.37％、大腸が
ん検診は 27.85％、子宮がん検診は 26.28％、胃がん検診は 24.27％と
低く、４人に１人しか受診していない状況です。
　そこで、より多くの方にがん検診の意義を理解していただき、がん検
診の普及につながるように、がん検診に関する標語を下記の要領で募集
します。

≪募集要項≫
募集内容：がん検診に関する標語（1 人３作品まで）
　　　　　（例）がん検診　毎年受けて　得る安心
応募方法：官製はがきに標語と住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、
　　　　　健康増進課まで郵送してください。

【宛先】　〒 879-1592
　　　　速見郡日出町 2974 番地 1　健康増進課長寿健康係

【締切】　５月 31 日（金）
【審査方法】選考委員による審査の上、各賞を決定し、町報９月号にて発表。
　　　　　
　　　　　【最優秀賞】　１名（図書カード 3,000 円） 
　　　　　【優 秀 賞】　１名（図書カード 2,000 円） 
　　　　　【特 別 賞】　１名（図書カード 1,000 円） 
　　　　　【佳　　作】　若干名（図書カード 500 円） 

※入賞した作品については日出町のがん検診普及のために、使用させて
　いただきます。
■問合先　健康増進課　☎ 73-3130

がん検診普及のための標語を募集
　「がん検診　毎年受けて　得る安心」

　　両親学級
　妊婦さんとその家族の方を対象に、妊娠・出産・育児についての知識

や関心を深めるための教室を開催します。この機会にご家族の方とご一

緒に参加してみませんか。※楽な服装でお越しください。

■場所　保健福祉センター　母子保健室
内容 日時 申込期限 持ってくるもの

・‌‌産後のママの心の健康
について
・沐浴体験
・妊婦体験

５月 26 日（日）

10 時～ 12 時
５月 17 日（金）

・母子健康手帳

・筆記用具

・バスタオル

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73-3121

座講 案 内
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募 

集

大
分
県
職
員
採
用
試
験  　

　

試
験
種
類
・
日
程
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
方
法
等
詳
細
と
併
せ
ま
し

て
、
各
試
験
ご
と
の
受
験
案
内

で
ご
確
認
下
さ
い
。

【
上
級
試
験
】【
医
療
免
許
資
格

職
試
験
Ⅰ
】

▼
第
１
次
試
験 

６
月
30
日
（
日
）

▼
申
込
受
付
期
間
５
月
13
日

（
月
）
～
31
日
（
金
）

▼
案
内
配
布　

４
月
下
旬

【
上
級
試
験
（
社
会
人
経
験
者
）】

▼
第
Ⅰ
次
試
験 

９
月
29
日
（
日
）

▼
申
込
受
付
期
間　

８
月
12
日

（
月
）
～
30
日
（
金
）

▼
案
内
配
布　

７
月
上
旬

【
中
級
試
験
】【
初
級
試
験
】【
医

療
免
許
資
格
職
試
験
Ⅱ
】

▼
第
Ⅰ
次
試
験  

９
月
29
日
（
日
）

▼
申
込
受
付
期
間　

８
月
12
日

（
月
）
～
30
日
（
金
）

▼
案
内
配
布　

７
月
下
旬

【
警
察
官
Ａ
試
験
】【
警
察
官
Ａ

（
女
性
）
試
験
】

▼
第
１
次
試
験 

５
月
12
日
（
日
）

▼
申
込
受
付
期
限 

４
月
12
日（
金
）

【
警
察
官
Ａ
試
験
（
第
２
回
）】【
警

察
官
Ａ
（
女
性
）
試
験
（
第
２
回
）】

【
警
察
官
Ｂ
試
験
】【
警
察
官
Ｂ

（
女
性
）
試
験
】

▼
第
１
次
試
験 

10
月
20
日
（
日
）

▼
申
込
受
付
期
間　

８
月
12
日

（
月
）
～
30
日
（
金
）

▼
案
内
配
布　

７
月
上
旬

▼
問
合
先　

県
人
事
委
員
会

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

県
専
門
職
産
育
休
サ
ポ
ー

タ
ー
（
臨
時
職
員
）
募
集

　

保
健
師
、
獣
医
師
、
薬
剤
師
、

化
学
、農
業
、畜
産
、林
業
、水
産
、

総
合
土
木
及
び
建
築
で
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
勤
務
地
は
県

の
本
庁
、
県
内
各
地
方
機
関
で

す
。
応
募
要
領
や
応
募
書
式
は

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
県
庁
人
事
課
や
県
の

各
振
興
局
等
で
も
配
布
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

県
人
事
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
１

平
成
25
年
度

大
分
県
職
員
採
用  

獣
医
師

▼
締
切　

５
月
20
日
（
月
）

▼
選
考
試
験　

６
月
８
日

（
土
）

▼
問
合
先　

大
分
県
総
務
部
人

事
課
人
事
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

※
受
験
資
格
の
詳
細
は
選
考
要

領
（
県
庁
受
付
等
で
配
布
又
は

大
分
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

街
な
か
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ン

              　
　

推
進
事
業

　　

県
で
は
、
商
店
街
を
よ
り
魅

力
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
の
場
に
す

る
プ
ラ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

審
査
の
う
え
優
秀
な
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
応
募
者
に
実
施
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
実
施
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切　

６
月
21
日
（
金
）

▼
問
合
先　

県
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
振
興
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
２
８
５

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
３
０
３

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
３
０
３
は
「
子

ど
も
達
や
子
育
て
家
庭
に
自
然

体
験
の
場
を
つ
く
ろ
う
」
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
植
え
か
ら
芋
掘
り

を
し
て
石
垣
も
ち
を
作
り
、
冬

に
は
焼
き
芋
、
夏
に
は
ソ
ー
メ

ン
流
し
や
、
大
正
琴
の
音
楽
会

も
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
（
初
回
）　

５
月
26
日

（
日
）
９
時
～
12
時

▼
参
加
対
象　

町
内
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者　

20
組
（
先

着
順
）

▼
年
間
費　

１
家
族
５
０
０
円

＊
活
動
保
険
料
含
み
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
３
０
３
（
阿
部
）

☎
０
９
０
‐
９
５
７
９
‐
６
３
４
０

相 

談

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

　　

労
働
者
や
そ
の
家
族
及
び
使

用
者
か
ら
の
労
働
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
や
悩
み
の
相
談
を
県
職

員
が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
無

料
。
秘
密
厳
守
。
予
約
不
要
。

▼
日
時　

５
月
９
日
（
木
）

▼
受
付　

11
時
～
15
時

▼
場
所　

県
日
出
総
合
庁
舎

▼
相
談
方
法　

来
場
ま
た
は
電

話
に
よ
る
相
談

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
‐
６
０
１
‐
５
４
０

○
携
帯
・
公
衆
電
話
か
ら
の
相
談　

０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

▼
問
合
先　

県
労
政
・
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
２

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

住
民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の
１

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科
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つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
15
日
（
水
）
13

時
～
16
時
▼
場
所　

県
行
政
書

士
会
▼
相
談
内
容　

遺
言
・
成

年
後
見
相
談
・
不
動
産
関
連
・

内
容
証
明
・
各
種
許
認
可
申
請
・

そ
の
他

▼
問
合
先　

県
行
政
書
士
会
事

務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

外
国
人
無
料
相
談
会

　

国
籍
・
相
続
・
残
留
ほ
か
、

過
去
相
談
内
容
と
し
て
、
DV
・

就
職
・
保
険
等
も
あ
り
ま
す
。

英
語
等
、
通
訳
も
つ
き
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
２
日
（
日
）・
７

月
７
日
（
日
）
▼
場
所　

iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階

　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

▼
問
合
先　

原
田

☎
０
９
７
９
‐
43
‐
６
３
２
９

講
座

団
体
で
介
護
を
学
び
た
い
方

【
高
齢
者
擬
似
体
験
】

　

高
齢
者
の
身
体
的
・
心
理
的

状
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
の

擬
似
体
験
が
で
き
ま
す

▼
所
要
時
間　

２
時
間
程
度

▼
対
象
者　

小
学
５
年
生
以
上

▼
受
講
料　

ゴ
ム
手
袋
・
耳
栓

の
実
費
１
人
２
０
０
円

【
介
護
入
門
教
室
】

▼
所
要
時
間　

１
講
座
１
～
２

時
間
程
度
＊
ご
希
望
に
応
じ
て

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
半
日
～
１
日
程
度
）

▼
内
容

○
講
義　
「
高
齢
者
の
特
性
」「
認

知
症
の
理
解
に
つ
い
て
」
ほ
か

○
実
習　
「
高
齢
者
疑
似
体
験
」

「
体
の
動
か
し
方
（
移
乗
・
移
動

の
介
護
）」
ほ
か

○
見
学　

福
祉
用
具
展
示
場
の

見
学

＊
住
宅
改
造
モ
デ
ル
展
示
場
ま

で
見
学
す
る
と
、
１
時
間
半
～

２
時
間
必
要
で
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　

県
社
会
福

祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
６
８
８
８

そ
の
他

密
輸
に
か
か
る

　
　
　

情
報
提
供
の
お
願
い

　

５
月
は
「
薬
物
及
び
銃
器
取

締
強
化
期
間
」
で
す
。
覚
醒
剤
・

麻
薬
等
の
不
正
薬
物
や
け
ん
銃

等
の
密
輸
に
関
す
る
「
不
審
な

話
」
や
「
う
わ
さ
」
を
耳
に
さ

れ
ま
し
た
ら
、
税
関
へ
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
通
報
先

○
大
分
税
関
支
署

☎
０
９
７
‐
５
２
１
‐
２
６
９
１

○
税
関
密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
４
６
１
‐
９
６
１

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
の
所
持

に
は
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」

が
必
要
で
す
。
現
物
と
発
見
届

出
済
証
・
登
録
手
数
料
（
１
件
６
，

３
０
０
円
）
を
お
持
ち
下
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
で
家
族
以
外
の

方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
日
時　

５
月
８
日
（
水
）
13

時
～
17
時

▼
場
所　

大
分
県
庁
別
館

▼
問
合
先　

県
教
育
庁
文
化
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８

「
北
部
九
州
総
体
」

                   

総
合
開
会
式

　

７
月
28
日
（
日
）
の
午
前
中
、

大
分
銀
行
ド
ー
ム
で
開
催
す
る

総
合
開
会
式
の
一
般
観
覧
者
を

募
集
し
ま
す
。
高
校
生
の
笑
顔

と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
開
会
式

を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
下
さ
い
。

観
覧
無
料
。
事
前
申
込
が
必

要
で
す
。
▼
募
集
人
員　

５
，

０
０
０
名
（
一
般
観
覧
者
）

▼
申
込
方
法　

県
実
行
委
員
会

事
務
局
、
各
会
場
地
市
町
実
行

日出中央医院
診療
科目

内科  外科 (ペインクリニック）

院長 佐登 宣仁 顧問 大西韶治
入院施設有

夜間診療・訪問診療有 0977-72-2534☎

診療時間 月 火 水 木 金 土 日／祝
午前9:00～12:00
午後2:00～ 5:30
夜間5:30～ 7:00

○
○
／

○
○
○

○
往診
／

○
○
／

○
○
／

○
4:00
／

／
／
／

胃腸内科  疼痛緩和内科  麻酔科
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町
民
文
芸

　
　

　
　
　
　
　
　藤
原

　目
代
み
や
子

暮
れ
六
つ
の
鐘
の
余
韻
の
静
ま
り
て

わ
れ
の
乏と

ぼ

し
き
ひ
と
日
が
終
る

　
　
　
　
　
　藤
原

　木
付

　順
子

火
渡
り
に
何
を
祈
る
か
友
の
顔
が

妙み
ょ
う
け
ん
さ
ま

見
様
の
祭
り
の
テ
レ
ビ
に

　
　
　
　
　
　大
神

　藤
野

　和
子

施
設
訪と

い
あ
な
た
も
私
も
は
か
な

ご
と
考
え
て
い
る
帰
り
の
車
中

　
　
　
　
　
　豊
岡

　蝼
川
内
明
子

彼ひ
が
ん
え
岸
会
に
詣
で
し
寺
の
境
内
に
ひ
と

も
と
高
く
寒か

ん
ひ
ざ
く
ら

緋
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　内
野

　濱
本
紀
代
子

校
庭
の
指
定
樹
サ
ザ
ン
カ
芽
吹
き
初
め

「
あ
な
た
も
立
派
」
声
か
け
通
る

　
　
　
　
　日
出

　永
松
美
知
子

花は
な
い
か
だ筏
目
で
追
ふ
水
の
流
れ
か
な  

 

　
　
　
　
　豊
岡

　森
永
三
千
代

百
才
の
詩
に
魅
せ
ら
れ
て
春し

ゅ
ん
と
う
か

灯
下

　

　
　
　
　
　川
崎

　塩
出
千
鶴
子

お
花
見
の
家
族
写
真
は
セ
ピ
ア
色

　
　
　
　
　日
出

　大
野

　仁
王

行
く
先
ざ
き
花
迎
え
く
れ
送
り

く
れ　

　
　
　
　豊
岡

　坪
田

　京
子

春
嵐
無
情
消
す
よ
ふ
吹
き
荒
る
ゝ

　
　
　
　
　

日
出

　定
平

　勝
義

サ
ン
ラ
イ
ズ
共
に
語
ら
ん

老
い
の
夢

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

山
口　

蓮れ
ん
と翔

（
享
亮　

中
の
二
）

石
井
日ひ

な

こ

菜
子
（
唯
史　

中
の
三
）

松
本　

悠は
る
か香

（
貴
幸　

中
の
三
）

池
田　

梨り

の乃
（
隼
人　

中
の
三
）

西
尾　

広ひ
ろ
は
る悠

（
末
広　

佐
尾
）

加
藤
遼り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
（
慶
太　

佐
尾
）

栁
瀬　

結ゆ
い
と翔  

（
詠
二　

上
仁
王
）

野
田
明あ

す

か

日
香
（
憲
一
郎　

東
仁
王
）

中
島　

桃も
も
か花

（
大
輔　

堀
）

星
野　

葉は

な和
（
智
則　

日
出
団
地
）

河
野　

世せ

な奈
（
明
弘　

日
出
団
地
）

浅
野　

陸り
く
と斗

（
徹
治　

東
部
）

伊
藤　

理あ
き
と斗

（
大
介　

南
部
）

梶
原　

心
こ
こ
ろ　

  

（
晶　

南
部
）

矢
守　

隼は
や
と士
（
俊
介　

中
部
）

佐
藤　

怜れ
い
か佳
（
道
智　

赤
松
）

平
井　

碧あ
お      

（
善
章　

辻
の
尾
）

土
山　

大や
ま
と和
（
啓
介　

平
原
）

二
村　

輸ゆ

の乃
（
綾
香　

内
野
）

杉
本　

悠は

る瑠
（
昌
幸　

内
野
）

藤
原　

千せ
ん
す
け友

（
信
一　

大
神
中
央
）

大
平　

天て
ん
せ
い晴

（
優
也　

三
尺
山
）

松
本　

滉こ
う
だ
い大

（
英
悟　

港
）

上
石
丸
想そ

あ和
（
貴
樹　

牧
の
内
）

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

河
内
ユ
リ
子
（
81　

目
刈
）

村
井　

正
憲
（
69　

是
城
）

毛
利
ス
ズ
子
（
84　

中
の
三
）

曵
汐　

隆
義
（
83　

北
浜
）

小
石　

一
美
（
63　

南
部
）

竹
内　

秀
子
（
88　

中
部
）

笠
置
キ
ヨ
子
（
81　

辻
の
尾
）

德
久
ツ
ネ
コ
（
96　

大
峯 

）

福
川
ト
モ
ヱ
（
96　

内
野
）

武
田
ス
ヱ
子
（
82　

三
尺
山
）

菅　
　

信
子
（
81　

上
深
江
）

小
石　

ト
メ
（
94　

真
那
井
）

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

＊
３
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

委
員
会
事
務
局
、
各
市
町
村
等

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
可
。
１
人
１
回
限
り

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
締
切　

６
月
７
日
（
金
）

▼
問
合
先　

県
実
行
委
員
会
事

務
局

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
４
３

里
親
制
度
説
明
会

　

里
親
と
は
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
を
迎
え
入

れ
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
豊

か
な
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
く

だ
さ
る
方
の
こ
と
で
、
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
を
迎
え
入
れ
る
期
間
も
数

日
か
ら
数
年
ま
で
様
々
で
す
。

児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
子
ど
も
を
お
盆
や
お
正
月

に
預
か
る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
里
親
」

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
20
日
（
月
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　

役
場
３
３
２
会
議
室

▼
問
合
先　

県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/
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５月 18 日（土）・19 日（日）
日出小学校グラウンド・日出城址周辺

日程
場所

イベント

18 日（土）・19 日（日）の両日、９時から日出小学校グラウンドにて食事券（当日分：食事開
始 11 時～）を販売します。
◆料金　2,500 円　◆販売数　18 日 220 食・19 日 215 食
◆提供店舗　幸喜屋・能良玄家・帯刀の庄・膳のえぐち・日出町的山荘
◆食事時間　11 時～12 時　
　　　　　　※ 12 時 30 分と 14 時の食事券は５月 10 日（金）まで実行委員会で予約販売受付中。

城下かれいミニ懐石賞味会
■問合先　城下かれい祭り実行委員会
( 事務局：日出町商工観光課）　☎ 73-3158

◎もちまき（18 日 10 時 45 分～）日出小学校グラウンド◎かれい稚魚放流（18
日 11 時～、13 時～）城下海岸◎海上パレード（18 日 10 時 40 分～）日出漁港◎
花火大会（18 日 20 時～）※雨天時は翌日開催。◎漁師の味ひろば（両日 11 時～）
日出漁港ほか　※詳しいスケジュールは回覧にて配布いたします。

今成佳奈ミニライブ（18日15時～）、河内明美ショー（19日14時～）、上城ハカセの“お魚談義”
（18 日 12 時 30 分～）などのステージイベントも盛りだくさん。

協賛企業名 商品名 本数 当選番号

別府湾ロイヤルホテル ペア宿泊券 1 061 ― ―

ホテルソラージュ大分・日出 ペア宿泊券 1 035 ― ―

城島高原パーク （入園券＋のりものパス券）ペア 1 016 ― ―

ハーモニーランド サンリオグッズ詰め合わせ 2 022 045 ―

大神ファーム ペアランチ券 1 007 ― ―

エスパ日出 トキハお買物券　3,000 円分 1 050 ― ―

幸喜屋うどん お食事券　　　　1,000 円分 3 003 065 114

小向薬局本店 お買物券　　　　3,000 円分 1 076 ― ―

写真工房いまみや お買物券　　　　3,000 円分 1 011 ― ―

鈴木養鶏場（すずらん食品館） お買物券　　　　1,000 円分 3 101 004 080

炭火焼「丈ちゃん」 お食事券　　　　3,000 円分 1 085 ― ―

デオデオ（有）アトラス お買物券　　　　3,000 円分 1 067 ― ―

トヨダスポーツ お買物券　　　　3,000 円分 1 058 ― ―

中島薬局 お買物券　　　　3,000 円分 1 064 ― ―

パン工房ぼん お買物券　　　500円分× 2枚 3 033 119 038

日出温水プール 入場券 11枚綴り 1 043 ― ―

日出竹炭工房（炭仙人） お食事券　　　　3,000 円分 1 017 ― ―

日出焼藤原窯 日出焼き　湯呑セット 1 032 ― ―

美容室 Lapis（ラピス） クーポン券　　　3,000 円分 1 006 ― ―

ブティックハウスWithYou お買物券　　　　3,000 円分 1 023 ― ―

メンズショップスタート お買物券　　　　3,000 円分 1 090 ― ―

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
通
貨
は

萬
里
図
書
館
へ
書
籍
と
し
て
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

地
域
通
貨
に
こ
に
こ
大
抽
選
会
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獲ったばっかりの活きのいい魚に触れてほしい

今までのは何やったんか？っち思うけん

日出地区漁業運営委員長

戸田　住人さん（65）
（大神　牧の内）

　例年、５月の第２週に行われ
ていた「城下かれい祭り」今年
は１週間遅らせて５月 18・19 日
の開催となりました。
　「ホント言うとな、町長やら役
員さんやらおる中で、日程が変
わるとは思わんかったんよ」と、
その時のことを話してくれまし
た。
　戸田さんは昨年、日出地区漁
業運営委員長に就任。実行委員
として初めて参加した城下かれ
い祭り実行委員会で、漁師の立
場から、これまでの日程だと別
府湾の禁漁期間にあたるため、
来場者に対し日出の魚を豊富に
提供することができない。せっ
かく魚の名前がついた祭りなの
で訪れる人にもっと魚を楽しん
でもらえるようにできないかと
訴えました。
　 実 際、 来 場 者 ア ン ケ ー ト に

「もっと地元の魚がほしい」と
いう声が寄せられていたことも
あり、実行委員会は祭りのスケ
ジュールを１週間遅らせること
に決めました。
　「正直今まで『パレードに出て
終わり』っち意識やった。ある
時、親父が委員長しよった頃の

写真を見たら、法被を着て魚の
つかみどりしよる写真があった
んよ」。城下かれい祭りが始まっ
た、バブル景気の頃の写真だっ
たそうですが、活気のある様子
を見て、自分たちも積極的に参
加しなければと思ったそうです。
　「大漁旗をつけた漁船が並ぶ
だけでも、港は活気づく。市価
より安く落とせる模擬セリをし
たり、つかみ取りやらしようと
思っちょん」。
　祭り当日は普段より早い時間
に漁に出て、生きた魚を順次会
場へと運ぶ予定ですが、「天候
ばっかりは何とも言えん」と戸
田さんは言います。
　「けど、なんとかして日出の海
で獲れる大きいのから小いせぇ
のまで、魚を全部集めてぇな」。
　気候の問題、鮮魚の運搬、人
手など、課題も多いそうですが、
戸田さんは「若けぇときは、景
気のいい時期を過ごさせても
らった。今の 30 ～ 40 代の若い
漁師にいい時期を味わせてやり
たい。たくさんの人に魚を楽し
んでもらって、良さを知っても
らえば日出のためになる。漁師
のための宣伝にもなると思う」。

　魚に親しんでもらうための計
画はほかにもあります。大神漁
港に開設された「鮮魚さばき所」
では５月から下処理や調理済み
の魚を購入できるようになりま
す。
　この先、かれい祭り、鮮魚さ
ばき所の運営、夏のハモ祭りと、
大忙しの戸田さん。「いい先輩
と後輩がおって、協力してくれ
るけん。始めたからには結果を
出す」と笑っていました。
　日出の海と漁師を元気にする
ための取り組み。まずはかれい
祭りで多くの人に魚を楽しんで
もらうため鋭意努力中です。

日出町の人のうごき
平成 25 年 4 月 1 日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

世帯数 11,881 （＋58） ＋161
人　口 28,806 （＋　4） ＋ 16

男 13,774 （－　5） －　3
女 15,032 （＋　9） ＋ 19

南端 322 （＋　4）
豊岡 7,331 （＋15）
日出 5,918 （－　8）
藤原 3,864 （－　2）
川崎 5,924 （＋　5）
大神 5,447 （－10）

（　）内は前月比
　　  内は昨年４月１日比
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